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数学

微分方程式と線形代数についての基本的な計算問題および記述問
題を出題し，それぞれの分野における基本的な内容が理解できて
いるかについて，下記の通り確認しようとしたものである．

[1] 基本的な微分方程式について理解できているか．
[2] 基本的な線形代数について理解できているか．



【数学】

[1] 次の問い ((1), (2))に答えよ。

(1) 次の微分方程式の一般解を求めよ。

y′ =
1
2

x

(2) 次の微分方程式の一般解を求めよ。

y′ = 3 + sin x

[2] 次の行列 A =

4 2
1 3

について，次の問い ((1)から (3))に答えよ。

(1) Aの固有値を求めよ。

(2) Aの固有ベクトルを求めよ。

(3) A を対角化した行列 Λ を求めよ。また，A を対角化する正則行列 P を求
めよ。



【数学】

[1] 次の問い ((1), (2))に答えよ。

(1) 次の微分方程式の一般解を求めよ。

y′ =
1
2

x

解答

両辺を xで積分することにより

∫
dy =

1
2

∫
xdx

y =
1
2
· 1

2
x2 +C (C は任意定数)

=
1
4

x2 +C

よって，一般解は y =
1
4

x2 +C (C は任意定数)

(2) 次の微分方程式の一般解を求めよ。

y′ = 3 + sin x

解答

両辺を xで積分することにより

∫
dy =

∫
(3 + sin x) dx

= 3x − cos x +C (C は任意定数)

よって，一般解は y = 3x − cos x +C (C は任意定数)

[2] 次の行列 A =

4 2
1 3

について，次の問い ((1)から (3))に答えよ。



(1) Aの固有値を求めよ。
解答

det


4 2
1 3

 − λI
 = det


4 2
1 3

 − λ 1 0
0 1




= det

4 − λ 2
1 3 − λ


= (4 − λ)(3 − λ) − 2

= λ2 − 7λ + 10

= (λ − 5)(λ − 2)

= 0

特性方程式は (λ − 5)(λ − 2)
固有値は λ1 = 5, λ2 = 2

(2) Aの固有ベクトルを求めよ。
解答

λ = 5に対応する固有ベクトルを p1 =

x1

x2

とする
(A − λI)p1 =


4 2
1 3

 − 5 0
0 5


 p1

=

−1 2
1 −2

 p1

−1 2
1 −2

 x1

x2

 = 0

したがって

−x1 + 2x2 = 0

x1 = 2x2

よって，固有ベクトルは p1 = t

21
 (t , 0)

λ = 2に対応する固有ベクトルを p2 =

x3

x4

とする



(A − λI)p2 =


4 2
1 3

 − 2

1 0
0 1


 p2

=

2 2
1 1

 p2

2 2
1 1

 x3

x4

 = 0

したがって

x3 + x4 = 0

x3 = −x4

よって，固有ベクトルは p2 = t

 1
−1

 (t , 0)

(3) A を対角化した行列 Λ を求めよ。また，A を対角化する正則行列 P を求
めよ。
解答

対角化された行列は，対角成分に固有値を持つ．

よって，Aの対角行列は Λ =

5 0
0 2

または Λ = 2 0
0 5

となる．
Aを対角化する正則行列 Pは，Aの固有ベクトルを列ベクトルに持つ行列で

ある．よって，P = (p1, p2) =

2 1
1 −1

または P = (p2, p1) =

 1 2
−1 1

となる．
P−1AP = Λ


